
保健体育(中)部会 
 

Ⅰ．研究の概要 

１．研究主題 

 

  

 

 

 ２．研究内容 

 

 

  

 

 

 

 

３．主題設定の理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．研究仮説 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 ５．研究方法 

 

 

 

 

生 き る 力 を 育 て る 創 造 的 な 保 健 体 育 学 習 の 在 り 方 

～ 豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を育てるために ～ 

 石教研の基本目標にある主体的・創造的で人間性豊かな子どもに育てるには、生きる主体として自らを捉え、

自己の個性を創り出し、豊かな社会の形成者となる資質を身に付けさせることが必要である。部会では、「生き

る力を育てる」を目標に研究を進めてきた。 

第２７次研究では、「確かな知識や技能を身に付けるために主体的に取り組み、自他の課題を発見し、合理的

な解決に向けて思考判断する」とともに「他者に伝える力を養う」ことが目標になる。 

学習指導要領の教科目標に示された「豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力の育成」を副主題

に設定し、研究を充実・発展させていくことが研究主題や部会目標の達成につながると考え、上記主題を設定

した。  

 保健体育学習において，バドミントンの特性や魅力がわかること、運動が上手にできることや仲間と楽しく

活動することの楽しさや喜びを実感させることは、自ら運動に関わりをもち、生き生きと運動に取り組む生徒

の育成につながると考えた。さらに、互いに教え学び合い、基礎・基本をしっかりと身に付けさせることと効

果的な練習方法や指導方法を開発・実践する（ＩＣＴの活用等）ことにより、創造的な学習活動が展開され、

豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力の育成の素養となるだろうと考え、仮説を設定した。 

１ する楽しさ、見る楽しさ、支える楽しさ、知る楽しさを実感できる学習の工夫 

（ 主体的な学びを引き出すグループ活動や言語活動、ICTの活用など ） 

２ 深い学びを引き出すための指導方法の工夫 

（ 効果的な発問や練習方法、他領域と関連した練習方法、評価方法など ） 

３ 体力向上に向けた実践の交流と検証 

  （ 発達段階に応じた補強運動、小中学校の連携など ） 

今年度の重点課題 

○ １時間の実技授業の中で「思考させ、話し合う時間」「自己・相互評価反省の時間」、そして「運動量の確保」

などのバランスをどのように構成するか 

○ 単元を見通した指導計画と評価計画の在り方  ○ 教育機器（ＩＣＴなど）の効果的な活用 

１．部会情報を発行し、共通理解を図る。 ３．実践記録集を編集する。 

２．研究中心市町村部会と中心校を定め、 ４．部員相互の資質向上のため、実技・理論研修会を開催する。 

  授業公開と資料提示を行う。       

 



Ⅱ．実践研究の経過と成果 

１．実践研究の経過 

（１）役員研修会における研究経過 

４月１４日（金） 専門部会第一次研究協議会及び第１回役員研修会、第１回推進委員研修会 

５月１８日（木） 第２回役員研修会・第２回推進委員研修会 

６月２２日（木） 石教研専門部会事務局長研修会 

６月２７日（火） 第３回役員研修会・第３回推進委員研修会 

８月２８日（月） 実技理論研修会「コンテンポラリーダンスの理論と実践」について 

９月１２日（火） 第４回役員研修会・第４回推進委員研修会 

１０月 ３日（火） 第二次研究協議会プレ授業 

１０月１３日（金） 石教研専門部会第二次研究協議会 

 

 

（２）役員研修会の成果 

    役員研修会では、実技・理論研修会、第二次研究協議会に向けての準備などを行ってきた。 

今年度は、「バドミントン」についての授業研究のため、役員と各市町村の推進委員との話し合いを中心に研究を

進めた。また、石狩管内の生徒の体力向上に向けた取組について検討した。各市町村の推進委員からは、各校の

実践についての発表もあり、役員と推進委員が協力し合いながら、保健体育部会の取組を発展させようとするこ

とができた。また、第二次研究協議会へ向けての準備も、時間をかけて話し合いをしながら進めることができた。

当日は何事もなくスムーズに進行することができた。 

 

２．専門部会第二次研究協議会での交流 

（１）専門部会第二次研究協議会での交流内容 

①授業公開の様子 

２年生  単元「バドミントン」 

    授業者   山田 瑛乃 教諭 （江別市立中央中学校） 

（１）本時の目標 

 スマッシュを下向きに打つことができる。（知識・技能） 

（２）本時の展開 

 学習の流れ 

○生徒の活動（予想される反応） 

◆教師の活動（働きかけや発問など） 

学習 

形態 

■評価規準  □評価方法 

☆伸びしろ層への手立て 

※留意点 

導 

入 

 

10 

分 

○◆挨拶・出欠確認 

○◆準備運動・補強運動 

〇集合し、チームごと整列 

◆本時の課題を提示する。 

 

 

 

 

個人 

 

 

 

 

 

※規律よく準備体操や補強運動に真剣に

取り組ませる 

 

 

 

 

 

 

展 

 

開 

 

◆スマッシュのお手本を見せる。（動画） 

◆どうすればスマッシュを下向きに打つことができ

るのかというポイントを考えさせる発問をする。 

・打点 

・体の使い方 

 

個人 

 

 

 

 

 

 

 

課題：どうすればスマッシュを下向きに 

  打つことができるだろうか。 

電子黒板で課題・見本の確認 



 

25 

分 

・力を入れるタイミング 

◆練習方法を伝える。（動画） 

◆スマッシュの練習の条件を伝える。 

 

 

 

 

◆よい練習の条件の確認（声・リズム・笑顔） 

〇練習方法A ５分間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○練習方法Aの動画を撮影（１人１球） 

◆その場に座らせ、スマッシュのポイントをジャム

ボードに入力するよう声をかける。（２分） 

○動画を見て思ったことを伝えたり、スプレッドシ

ートに気付いたことを記入したりする。（２分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆練習方法を選択して練習をするよう声をかける 

・練習しながら意見交流をし、目標に向けて思考を

再構築する。 

・課題を意識し、練習に取り組む。 

・ポイントがわからない場合は、ジャムボードを参

考にする。 

○練習 

・使用してよいシャトルは１つとする。 

※複数人で練習してもよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

チーム 

 

 

練習の条件 

・１人１本打ったら交代する 

・スマッシュは壁があるコートの方に向か

って打つ 

 

 

※安全管理を行う 

☆練習が滞る場合のアドバイスを行う 

■スマッシュを下向きに打つことができ

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆コートサイドにある簡易ネットで班関

係なくＡを練習することができる空間を

設け、練習に取り組む。 

 

 

※安全管理を行う 

☆練習が滞る場合のアドバイスを行う 

☆ポイントを意識して練習するよう声を

かける 

動画を見て積極的

に交流していた。 

グループに分かれ

て練習していた。 



※パターン練習で、複数個使用してもよい。 

・打っていない人は、打った人に意見を伝える。 

 

  

■スマッシュを下向きに打つことができ

る 

□観察と「終末」の振り返りの記述 

 

終 

 

末 

 

15 

分 

○◆振り返り・まとめを交流する。 

・ジャムボードを共有し、可視化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本時の時間に該当するプレイの既習事項や他の単

元への関連性についての説明 

○まとめとして、班でスマッシュを打つ。（５分） 

 

 

○片付け 

○◆次時の確認 

○◆挨拶 

個人 

 

□振り返りシートの記述 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ポイントを意識して練習するよう声を

かける 

■スマッシュを下向きに打つことができ

る 

 

 

※怪我、体調不良の生徒がいないか確認 

 

（３）本時の評価 

評価規準（知識・技能）  達成基準 

スマッシュを下向きに打つことができたか。 
ａ 

様々なところに来た球を、相手側のコートに、スマッシ

ュを下向きに打つことができる 

ｂ スマッシュを下向きに打つことができる 

ｃ 「ｂ」を満たしていない 

 

２．専門部会第二次研究協議会での協議内容 

  ①授業についての質疑応答 

   ア）授業者より 

事前にスプレッドシートやレジュメ、授業の流れをクラスルーム 

にすべて載せているため、本時は何をするのかを生徒は事前に把 

握できる状態にしてあった。あらかじめ練習方法Cを考えてきた生 

徒は、班のみんなに伝えている場面もあり、対話的な学習に繋がっ 

た。準備運動ではライディーンの曲に合わせて、少しでも感覚が身 

に付くようにバドミントンで実際に使う動きを取り入れながら行っ 

た。伸びしろ層の手立てとして、難易度別に練習場所を設定したこ 

とで、自分に必要な課題に応じて生徒自身が練習場所を選択し、取 

り組むことができていた。 

 

電子黒板でグループごと

の反省を可視化。 

他のグループの交流内容

も確認することができる。 



 

イ）共同研究者より（江別市立中央中学校 秋葉 大輔 主幹教諭） 

授業のコンセプトとして、指示を可能な限り少なく、教師がしゃべりすぎない授業を目指した。そのため子

どもたちが授業の流れをわかっている、自分たちで考える授業を目指した。石狩管内学校課題研究発表会でも

授業を行う予定なので、今回の授業反省を次の場面で生かしていきたいと思っている。 

 

 ウ）質疑応答より 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

     

エ）その他の交流内容（グループ討議の内容も含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ）助言者より（江別市立江陽中学校 武田 純子 教頭より） 

深い学びを引き出すのには、対話から生まれる。自分の考えをきちんともった中で交流を通じて思考を広げ

る。協働的な作業をして問題を解決する。その過程を経て、自分の知識をより深く理解したり、情報を精査し

て考えを形成していくことが深い学び。話し合い活動の途中で方向性がずれたり、間違った方向に進むことも

あるが、周りの友達と教え合いながら知識を精査していくことが大事である。保健体育は教師が３割、生徒が

７割。知識を教え込まない（答えを教えない）自分たちで導き出す。思考することをやめさせない。今回の授

業は課題を伝え、他者との関わり、話し合いで対話的な学びもあり、深い学びに繋がっていると感じた。授業

で工夫されていた点として①単元計画１０時間分の作成②背景色を統一しており、緑は知識・技能、青は思考・

判断・表現、黄色はまとめ、レッツプレイは活動時間ということが見るだけでわかるようになっており、説明

の短縮、運動量の確保に繋がっていた。③シラバスの配付も素晴らしい。振り返りシートとして活用すること

で、生徒が目を通すきっかけにもなる。専門的な用語も入っているため、知識の習得にも繋がっている。④球

出しの難しさも、道具を作成することで改善され、安定した球出しが可能に→技能習得に効果があった。球出

しの安定、展開が早い（練習量の確保）、達成感を得られる。体育の授業は楽しく、魅力的で運動することに

喜びを味わわせることができたら、授業は成功だと思う。今回の山田先生の授業は、課題を達成しようとして

いる姿が常に見られ、始めから終わりまで楽しくバドミントンに取り組んでいて、素晴らしい授業であった。 

Ｑ．関わりが少ない、トップダウンではな

い、しゃべりすぎない関わりの部分での具

体的なものは？大事にしていることなど、

関わる基準はどんなものなのか？ 

オリエンテーションの中で単元の流れ、評価の内容等を示

し、生徒にわかるようにしている。手の内を示す。ゴール

を示す。やる内容を明確にする。やり方や場所は教師側で

提示、よいプレーについては褒めることでよかった基準・

悪かった基準を提示し、活動意欲に繋げている。そういう

関わりを大事にしている。 

○授業の準備が素晴らしい。 

○教師の指示が少ない。生徒が見通しをもって活動できていた。生徒が主体となって行えていた。活動時間

が確保されていた。 

○スプレッドシートに入力させることで、確かな知識の定着・確認することができる。 

○深い学びを引き出す工夫→ICTの効果的な活用によってより深まりがある。 

○正しい動きを教え込むのではなく、話し合いの中でポイントを見つけていくことの難しさを感じた。 

○求められている指導が変わってきている時代に先生方と交流ができてよかった。 

 

Ｑ．スライドの使い方で工夫したことは？ パワーポイントで背景色を変える。評価ごとに色を変え、

どの練習・評価なのかわかりやすくしている。 



 

②実践交流での協議内容 

各学校の実践交流を行い、球技から器械運動、保健まで幅広く多くのレポートが集まった。どの実践も先生方の

工夫を凝らした指導案であり、今後の授業にすぐに活用できるようなものばかりであった。今年度もグループ討議

にしたことで、質疑応答もより活発に行われた。「体力向上」についての実践交流や先生方が抱えている疑問等が解

決できるような、より深い実践交流になった。 

 

 

③第二次研究協議会での成果 

山田教諭の授業を公開することで、タブレット端末を活用し、生徒の主体的・対話的で深い学びを身に付けさせ

るための指導方法の工夫がされた授業であった。午後からは、石狩中学校の石田教諭にバドミントンの実技研修を

行っていただいた。「まとまった単元が取れないときに使えるバドミントンの実践」というテーマのもと、ラケット

の握り方から様々な実態に合わせた簡単なミニゲームの講習をしていただいた。その中で学校の実態（コート数や

生徒数）に合わせた指導方法を丁寧に教えていただき、参加した先生方の授業のヒントにすることができた。午前

の授業公開と午後の実技研修で同じ種目を扱うことでより効果的な実践交流をすることができた。後半は、レポー

ト集を使った各学校の実践交流も行った。昨年度と同様、少人数によるグループ交流の形をとって実施した。管理

職の方にも各グループでの交流に参加をしていただき、アドバイスをいただいた。どのグループも全体で行うより

活発に意見交流がされ、より充実した時間となった。 

 

 

Ⅲ．教育課程の研究 

１．研究の経過 

今年度は、石狩管内新体力テストの状況の共有を行った。握力では、男女ともに全国平均以上となり、体力合計

点では北海道を上回った。調査結果においては、「運動やスポーツが好き。体育の授業は楽しい。」の解答が全国平

均以上であった。一方で、体力合計点や授業で「できたり・わかったりする」の解答が全国平均以下という結果か

ら組織的な取組の向上が必要であることを周知した。また、準備体操から準備運動への移行について種目ごとの映

像を視聴し、主運動につながるウォーミングアップを紹介した。 

 

 

２．研究の成果・課題 

新体力テスト、主運動につながる授業のウォーミングアップの取組について情報提供や提案をすることができた。

また、各校の授業実践などを交流する様子から、現場での困り感や悩みなどの声を直接聞くことができた。今後は

アンケートの結果を踏まえ、次年度以降に教育課程の研究としてさらに検証を実施し、部会員の授業づくりに生か

していけるような提案や研究を進めていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅳ.実技・理論研修会 

１．実技・理論研修会の趣旨と内容 

 ①バドミントンの実技研修会 

第二次研究協議会の午後は、石狩中学校の石田教諭によるバドミントンの実技研修を行った。「まとまった単元が

取れないときに使えるバドミントンの実践」というテーマで行っていただいた。午前中の授業で行ったライディー

ンの曲に合わせたウォーミングアップで体を温め、ラケットの握り方から様々な実態に合わせた簡単なミニゲーム

を紹介していただき、多くの先生方が汗をかきながら積極的に動く姿が印象的だった。また、男女関係なく楽しめ

るルールになっており、すぐに実践したいという声が多く上がっていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②理論研修会 

  今年度は、新たな取組として宮崎県を拠点とし「んまつーぽす」という世界を股にかけて活動するダンスグルー

プ、みのわそうへい氏を講師にお招きして「コンテンポラリーダンス」の実技理論研修会を行った。前半は、北広

島市立広葉中学校３年生に向けての授業を参観した。体育館で振り付けを学ぶ、振り付けを自作する、屋外に出て

ビデオ撮影する、編集する、作品を鑑賞する流れで授業が進んでいき２時間授業の限られた時間ではあったが、撮

影終了後には生徒たちから歓声が沸き上がり、充実感に溢れた様子だった。後半は、実際にコンテンポラリーダン

スについての実技を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．実技・理論研修会の成果 

実技研修会では、先生方が日頃指導に悩んでいる部分を自分たちが練習を実際に体験することで、練習をさせる

側（授業者）の視点と練習をする側（生徒）の感覚を近づけることが出来た。今後も、公開授業で見た実践を参考

にしながら、個々の技術の向上に努めながら、生徒の実態に合わせて工夫していきたい。 

理論研修会では、「コンテンポラリーダンス」を通して誰でも自然と笑顔になって踊ることができる題材であり、

グループでの協働的な活動が自然と引き出されることがわかった。参加者一人一人が今回学んだことを実践し、一

人でも多くの人達に伝達していくことで生徒の健やかな成長に繋がっていくことが期待できる。 

 

 

Ⅴ．部会研究の成果と課題 

   今年度は、４年ぶりに本来の形で第二次研究協議会を実施することができた。今回は、「バドミントン」の授業に

おいて、１点目の「する楽しさ、見る楽しさ、支える楽しさ、知る楽しさを実感できる学習の工夫」や２点目の「深

い学びを引き出すための指導方法の工夫」が意識された授業であった。ＩＣＴ機器を用いて単元の始まりにシラバ

ス、全時間の振り返りシート（スプレッドシート）を配付したことにより授業の見通しをイメージさせ、タブレッ

ト端末を使用して、自分の動きを撮影し、個人的技能を客観的に見たり、各グループで映像を見ながら話し合いで

改善し、その後更に実践を行うことで技能習得のための課題を共有することで、自然と主体的・対話的な深い学び

ができるように工夫がされており、喜びや達成感を味わえるようになっていた。 

  また、今回の授業では、グループ活動を通して仲間同士での課題解決に向けた練習方法の選択や補助道具の活用を

する中で、「楽しさ」をより実感することができる部分もあり、今後の授業のヒントになるものであった。 

次に、役員と各市町村の推進委員を中心に石狩管内の体力向上の実践交流により、石狩管内各市町村における取

組の現状を把握することができた。各校のレポート交流や日頃の実践交流により、どの学校も現状を踏まえた体力

向上の取組がされているという確認ができた。また、グループ討議をすることで、実践交流がより深く学ぶことが

できる機会となった。今後は、各校、各市町村、石狩管内全体で更に工夫された実践が展開されていくことが期待

できる。今年度得られた成果や課題を生かし、さらに深められるように部会員の力を借りながら研究を進めていき

たい。最後に、今年度の研究中心市町村である江別市教育研究会、授業をしていただいた山田瑛乃教諭、助言をい

ただいた武田純子教頭、各市町村の推進委員をはじめ、レポート実践にご尽力いただいた会員の皆様に敬意を表す

とともに、次年度の研究がさらに充実・発展し、会員の皆様の日常実践がさらに充実したものになることを願い、

まとめとする。                             

（文責  田尻 渚） 


